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町 の 人 口 

人 口 9,276人 （増35) 

男 4,440人 （増18) 

女 4,836人 （増17) 

世帯数 2,906世帯（増11) 

出生 13人 転入 56人 

死亡 3人 転出 31人 

(52年9月末日現在） 
ノ 

( ）内は前月との増減 

（本町通りを行く山笠・10月9 日） 

秋空に響いた笛・太鼓 
―町統ー秋祭 り 

秋風がやや月」匡く感じられる10月9日・10日の両日に赤池町統一秋祭りがにぎやかに行 

われ、各地区で笛や太鼓の音が秋空高く響きわたった。 

今年もそれぞれきらびやかな飾りつけの山笠を、ハッピにハチマキの青年や子どもか威 

勢よく引き、町中心部を練り歩いて二日間にわたるお祭り気分を十分に盛りあげた。 

秋飾るこの行事がおわれば、もう冬の訪れも間近かに 
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一般会計2億52,407千円を補正 

九
月
定
例
町
議
会
 

町立病院事業決算）なと5議案を可決 
水道事業決算ノ 

九
月
定
例
町
議
会
は
九
月
二
十
九
日
 

（
木
）
ひ
ら
か
れ
、
議
案
五
件
、
決
議
一
 

件
、
請
願
二
件
が
そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
 

審
議
の
う
え
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
一
生
山
区
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

0
歳
入
決
算
額
 
三
億
二
千
五
百
六
十
 

万
八
千
七
百
四
十
三
円
 

o
歳
出
決
算
額
 
三
億
五
千
百
六
十
六
 

万
七
千
三
十
七
円
 

o
差
引
残
額
 
△
二
千
六
百
五
万
八
千
 

ニ
百
九
十
四
円
 

▼
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
水
道
事
業
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

o
歳
入
決
算
額
 
四
千
五
百
八
十
八
万
 

五
千
百
二
十
九
円
 

o
歳
出
決
算
額
 
九
千
十
二
万
九
千
六
 

百
三
十
二
円
 

〇
差
引
残
額
 
△
四
千
四
百
二
十
四
万
 

四
千
五
百
三
円
 

▼
公
有
財
産
無
償
貸
付
 

社
会
福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
市
場
 

保
育
所
の
移
転
増
改
築
に
つ
き
、
町
 

有
財
産
で
あ
る
宅
地
を
無
償
で
貸
与
 

し
、
こ
れ
が
建
設
に
並
び
に
保
育
所
 

の
運
賞
目
理
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
 

う
に
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得
 

ま
し
た
。
 

▼
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
 

地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
「
大
型
 

つ
 

ク準 

優
 
勝ク 

佐

藤

幸

久

く

ん

 

居
 
合
 
道
 
県
 
大
 
会

ー

 

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
九
月
十
八
日
 

（
日
）
、
福
岡
市
民
体
育
館
に
お
い
て
第
 

十
回
福
岡
県
居
合
道
大
会
が
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
福
岡
市
民
体
育
館
・
9
月
 18 

日） 

福
岡
県
下
よ
り
少
年
部
及
び
一
般
を
 

あ
わ
せ
約
四
百
人
が
無
段
者
か
ら
六
段
 

ま
で
の
各
パ
ー
ト
に
わ
か
れ
て
、
日
頃
 

練
磨
の
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

ご
存
知
の
と
お
り
、
居
合
道
と
は
日
 

共
同
作
業
所
」
建
築
主
体
工
事
及
び
 

電
気
機
械
設
備
工
事
、
ぽ
た
山
災
害
 

防
止
工
事
第
一
工
区
・
二
工
区
、
並
 

び
に
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
運
動
 

場
整
備
工
事
の
以
上
五
件
、
い
ず
れ
 

も
三
千
万
円
を
超
え
る
た
め
、
議
会
 

の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

o
補
正
額
 
ニ
億
五
干
二
百
四
十
万
七
 

千
円
 

o
予
算
総
額
 
三
十
一
億
九
百
三
十
四
 

万
五
千
円
 

⑥
決
議
、
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
老
齢
者
医
療
保
障
に
関
す
る
抜
本
改
 

革
に
つ
い
て
決
議
 

▼
予
約
限
度
超
過
米
の
全
量
政
府
買
上
 

げ
に
関
す
る
請
願
 

▼
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
促
進
に
ご
 

支
援
を
願
う
請
願
 

ソ
連
代
表
団
・
上
野
焼
を
見
学
 

ー
 
全
ソ
労
組
評
議
会
代
表
団
来
町
 
ー
 

九
月
二
十
四
日
（
土
）
午
前
、
総
評
の
 

招
き
で
ナ
ホ
ト
カ
港
か
ら
直
接
博
多
港
 

に
入
港
し
た
全
ソ
労
組
評
議
会
代
表
団
 

（
マ
ッ
キ
ャ
ビ
チ
ュ
ス
団
長
）
の
一
行
 

百
人
は
、
二
十
五
日
（
日
）
午
後
三
時
三
 

十
分
頃
、
本
町
上
野
焼
（
青
柳
不
老
園
）
 

を
見
学
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
朝
よ
り
あ
い
に
く
の
小
雨
 

降
る
な
か
、
来
町
予
定
時
」
蒔
を
少
し
 

過
ぎ
て
の
到
着
で
し
た
が
、
代
表
団
は
 

前
日
の
福
岡
市
で
の
県
評
と
の
日
ソ
交
 

流
文
化
祭
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
拍
手
の
 

歓
迎
に
み
ん
な
元
気
で
「
あ
り
が
と
う
」
 

と
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

早
速
、
池
永
町
長
よ
り
代
表
団
に
あ
 

い
さ
つ
が
あ
り
、
記
念
品
と
し
て
上
野
 

焼
が
贈
ら
れ
、
こ
の
あ
と
工
場
を
見
学
 

し
、
と
て
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
代
表
団
は
約
四
十
分
足
ら
ず
 

本
刀
を
使
っ
て
静
か
ら
動
、
動
か
ら
静
 

に
一
瞬
に
転
化
す
る
身
体
憐
肥
の
微
妙
 

さ
を
鍛
練
し
、
心
身
を
き
た
え
る
日
本
 

古
来
の
武
道
で
あ
り
ま
す
。
 

本
町
か
ら
は
九
人
が
出
場
し
、
三
回
、
 

四
回
戦
と
勝
ち
進
み
、
今
一
歩
で
入
賞
 

は
逸
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
よ
く
頑
張
 

り
、
優
秀
な
成
績
で
し
た
。
 

な
か
で
も
中
学
一
年
の
佐
藤
幸
久
く
 

ん
は
優
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
平
素
修
 

練
の
妙
技
を
十
分
に
発
揮
し
、
準
優
勝
 

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ガ
 

補
導
連
会
長
に
 

武
末
義
信
氏
が
就
任
 

少
年
補
導
員
の
委
嘱
替
え
 

昭
和
五
十
年
七
月
、
赤
池
町
青
少
年
 

問
題
協
議
会
の
補
導
部
の
組
織
強
化
を
 

図
る
た
め
、
青
少
協
会
長
（
池
永
町
長
）
 

よ
り
少
年
補
導
員
を
委
嘱
し
、
警
察
委
 

嘱
の
補
導
員
、
及
び
町
内
小
中
学
校
の
 

補
導
担
当
教
諭
等
の
組
織
に
よ
る
少
年
 

補
導
連
絡
会
を
結
成
し
、
少
年
の
健
全
 

育
成
と
非
行
化
防
止
に
当
っ
て
き
ま
し
た
。
 

本
町
の
少
年
非
行
の
実
態
は
、
昭
和
 

四
＋
九
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
つ
つ
あ
 

り
ま
す
が
、
新
し
い
非
行
の
芽
生
え
は
 

あ
と
を
絶
た
な
い
現
状
で
す
。
 

近
年
の
少
年
非
行
は
低
年
齢
化
が
目
 

立
ち
、
小
学
生
の
占
め
る
比
率
が
高
く
 

「 

茶の間におとどけ 

するテレビ番組 

◇番組名「メイコのくら 

しと税金」 

◇出演者「司会兼レポー 

ターとして女優の中村 

メイコさんがレギュラ 

ーとして出演 

◇放送局「TNCテレビ 

西日本」 

◇放送時間、曜日「毎週 

土曜日10 : 45-11】 00 

まで」 

◇11月・12月の放送日 

[11月5 日、12日、19 

日、26日、12月3日、 

10日、17日、24日、31 

日」 

なお、「メイコのくらし 

と税金」は来年の3月 

まで毎週土曜日に放送 

します。 

~~一~―-.--．ー~ 

の
見
学
で
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
広
島
に
 

向
け
て
出
航
の
予
定
で
博
多
港
へ
と
帰
 

途
に
つ
き
ま
し
た
。
 

（
青
柳
不
老
園
で
・
9
月
 25 

日
 

り
 

☆
 

和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
教
育
文
化
週
間
・
自
衛
隊
 

記
念
日
・
灯
台
記
念
日
 

2
日
（
水
）
 

町
文
化
祭
（
四
日
ま
で
）
 

3
日
（
木
）
 

文
化
の
日
・
交
通
教
室
 

4
日
（
金
）
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

7
日
（
月
）
 

立
冬
 

11 

日
（
金
）
 

世
界
平
和
記
念
日
 

1715 13 
日 日 

木 火 

日
（
日
）
 

第
4
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

大
相
撲
九
州
場
所
初
日
 

七
五
三
祝
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

行
政
相
談
 

（
役
場
旧
第
二
公
民
館
）
 

19 

日
（
土
）
 

農
協
記
念
日
 

鉄
道
電
化
の
日
 

21 

日
（
月
）
寄
生
虫
予
防
運
動
 

22 

日
（
火
）
 

小
雪
 

23 

日
（
水
）
 

勤
労
感
謝
の
日
 

26 

日
（
土
）
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
 

ペ
ン
の
日
 

28 

日
（
月
）
 

税
関
記
念
日
 

▽
正
し
い
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
 

こ
と
は
決
し
て
す
る
な
△
 

な
っ
て
い
ま
す
。
補
導
連
で
は
非
行
の
 

な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
 

ま
す
が
、
目
の
行
き
届
か
ぬ
点
も
多
く
 

あ
り
、
補
導
員
だ
け
で
は
十
分
な
成
果
 

を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
 

住
民
や
関
係
機
関
団
体
が
こ
ぞ
っ
て
こ
 

れ
が
防
止
に
あ
た
り
、
そ
の
効
果
を
あ
 

げ
得
る
も
の
で
す
。
 

本
年
七
月
、
二
年
の
任
期
満
了
に
伴
 

い
補
導
員
の
委
嘱
替
え
が
あ
り
、
七
月
 

二
十
日
（
水
）
の
総
会
に
お
い
て
町
議
会
 

議
員
、
武
末
義
信
氏
が
補
導
連
会
長
に
 

推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
青
少
協
委
 

員
と
し
て
か
ね
て
か
ら
青
少
年
の
健
全
 

育
成
と
非
行
化
防
止
に
つ
い
て
は
強
い
 

関
心
を
も
ち
、
指
導
助
言
等
協
カ
を
い
 

た
だ
い
て
お
り
、
公
私
に
わ
た
り
ご
多
 

忙
の
な
か
心
よ
く
会
長
就
任
を
引
き
う
 

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
補
導
連
 

の
一
層
の
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
た
び
の
委
嘱
替
え
に
よ
 

り
次
の
方
々
が
新
し
く
少
年
補
導
員
に
 

な
り
ま
し
た
。
子
供
の
こ
と
で
相
談
ご
 

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
近
く
の
 

補
導
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

〈
上
野
地
区
〉
 

o
藤
村
 
昇
男
（
電
話
】
 

】
〇
五
）
 

o
浦
田
 

薫
（
ガ
 

八
六
五
）
 

o
太
田
 
欣
平
（
ガ
 

八
八
九
）
 

o
小
松
 
増
行
 

o
小
松
 
春
雄
（
r
 
一
一
」
百
）
 

o
田
島
 
俊
夫
（
r
 

八
八
五
）
 

o
小
松
 
勝
正
（
ガ
 
ー
ー
四
一
）
 

o
平
元
 
光
年
（
ガ
 
ー
ー
四
〇
）
 

o
中
山
 
利
行
（
”
 
一
七
四
五
）
 

〇
小
松
 
政
行
（
電
話
」
七
四
九
）
 

〈
市
場
地
区
〉
 

o
八
隅
 
久
雄
（
電
話
一
六
七
五
）
 

o
田
中
 
久
夫
（
r
 

四
】
一
五
）
 

o
木
村
 
五
郎
（
万
 

三
六
〇
）
 

o
木
村
 

一
夫
（
”
 

】
八
〇
五
）
 

〇
木
村
 
捨
義
（
ガ
 

三
三
八
）
 

o
日
高
 

進
（
r
 

二
七
三
）
 

〈
赤
池
地
区
〉
 

o
池
永
 
吉
治
（
電
話
三
三
九
四
）
 

o
早
谷
 

孝
（
ガ
 
四
七
一
六
）
 

o
日
野
 
茂
春
（
”
 
二
一
四
五
）
 

o
有
吉
 
政
慶
（
ガ
 
二
〇
五
一
）
 

o
高
橋
 

崩
（
ガ
 
三
六
〇
二
）
 

o
村
井
 

晃
（
ガ
 
二
三
六
九
）
 

o
原
 

司
（
β
 
ニ
三
三
五
）
 

o
藤
掛
 
修
市
（
ガ
 
二
九
九
四
）
 

o
中
野
 

勝
（
ガ
 
四
〇
一
七
）
 

o
池
田
 

頼
（
ガ
 
二
ー
七
一
）
 

〈
中
尾
地
区
〉
 

o
穴
井
 

一
己
（
電
話
四
四
七
五
）
 

o
岩
城
 
辰
美
（
”
 
四
九
七
七
）
 

o
阿
部
 
貫
一
（
ガ
 
三
ニ
七
三
）
 

o
安
井
 
春
雄
（
”
 
四
三
六
五
）
 

o
堀
池
 
友
行
（
ガ
 
三
五
八
〇
）
 

o
佐
藤
 
政
治
（
刀
 
三
六
四
四
）
 

o
黒
木
 

一
男
（
r
 
四
五
四
〇
）
 

o
清
水
 
輝
雄
 

o
坂
田
 

悟
 

o
小
松
 
利
道
（
ガ
 
四
一
〇
一
）
 

〈学 

校〉 

〇
植
田
辰
生
（
電
話
翼
「
乞
 

o
工
藤
 

勲
（
ガ
 
二
五
九
一
）
 

o
日
高
 
義
澄
（
ガ
 
ニ
四
七
〇
）
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秋の全国火災予防運動 

11月26日から12月2 日まで 
ことしも、11月26日から12月2日までの1週間「秋の全国火災予防運動」がくりひろげられます。 

あ
な
た
の
生
命
と
財
産
を
守
る
 

寒
く
な
る
と
、
一
般
家
庭
で
は
石
油
 

ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
 

が
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
 

て
、
暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災
が
急
増
 

し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
年
の
暖
房
器
具
に
よ
る
火
 

災
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
の
が
最
 

も
多
く
、
二
千
四
百
九
十
七
件
、
つ
い
 

で
こ
た
つ
に
よ
る
も
の
七
百
六
十
一
件
、
 

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
昭
和
五
十
一
年
版
消
防
白
書
よ
り
）
 

ま
た
今
年
一
、
二
月
だ
け
で
も
、
一
一
 

十
名
以
上
の
人
が
、
暖
房
器
具
の
取
扱
 

い
不
注
意
に
よ
る
火
災
で
犠
牲
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

暖
房
器
具
に
は
、
そ
の
器
具
に
応
じ
 

た
正
し
い
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
取
扱
 

い
使
用
書
や
注
意
書
を
よ
く
読
ん
で
危
 

険
の
な
い
よ
う
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

暖

房

器

具

の

正

し

い

 

使

い

方

 

八

カ

条

 

①
 
出
入
ロ
、
通
路
、
階
段
下
な
ど
 

通
行
の
邪
魔
に
な
る
場
所
で
は
使
用
し
 

な
い
。
 

②
 
カ
ー
テ
ン
、
障
子
、
ふ
す
ま
な
 

ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
や
、
燃
え
 

や
す
い
も
の
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
 

る
場
所
で
は
使
用
し
な
い
。
 0

 

③
 
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
ス
ト
 

ー
ブ
の
周
囲
に
か
こ
い
を
す
る
な
ど
暖
 

房
器
具
に
直
接
手
が
触
れ
な
い
よ
っ
に
 

す
る
。
 

④
 
故
障
し
た
り
破
損
し
た
器
具
は
 

使
用
し
な
い
。
 

⑤
 
可
燃
性
の
ガ
ス
や
蒸
気
が
発
生
 

し
た
り
、
た
ま
る
よ
う
な
場
所
で
は
使
 

用
し
な
い
。
 

⑥
 
器
具
の
周
囲
を
、
い
つ
も
き
ち
 

ん
と
整
理
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
近
 

く
に
置
か
な
い
。
 

⑦
 
器
具
の
点
検
、
整
備
を
ま
め
に
 

す
る
。
 

⑧
 
洗
た
く
も
の
な
ど
の
乾
燥
器
代
 

わ
り
に
使
わ
な
い
。
 

石

油

ス

ト

ー

ブ

に

関

す

る

 

七

つ

の

ポ

イ

ン

ト

 

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
の
原
因
で
は
、
 

ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
 

が
あ
っ
た
。
消
し
忘
れ
た
。
転
倒
さ
せ
 

た
。
な
ど
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
ス
ト
ー
ブ
の
種
類
別
で
は
、
石
 

油
ス
ト
ー
ブ
が
最
も
多
く
千
八
百
三
十
 

件
、
つ
い
で
電
気
ス
ト
ー
ブ
二
百
六
十
 

五
件
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
五
十
年
の
統
計
）
 

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
と
き
は
、
 

①
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
は
絶
対
 

に
行
わ
な
い
。
 

②
給
油
は
、
油
昌
範
川
を
見
な
が
ら
行
 

い
、
こ
ぽ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

③
給
油
ロ
の
フ
タ
は
キ
チ
ン
と
閉
め
 

優
 
秀
 
作
 

品
 

「写団フアミリー」 

桑
 
野
 
博
 
明
 

さ
ん
 

十
月
十
四
日
（
金
）
、
赤
池
町
民
会
館
 

に
お
い
て
会
員
十
一
人
の
出
席
で
作
品
 

百
三
点
の
合
評
を
し
た
。
筑
豊
美
術
展
、
 

町
文
化
祭
等
を
前
に
、
意
欲
的
な
作
品
 

が
見
ら
れ
た
。
 

一
席
「
魚
」
」
毛
嘉
一
ご
一
席
「
反
 

射
」
加
藤
洋
、
」
席
「
面
浮
立
」
桑
野
 

博
明
、
四
席
「
花
」
、
五
席
「
湿
地
」
 

戸
塚
栄
太
郎
（
敬
称
略
）
 

以
上
五
点
を
優
秀
作
品
に
選
ん
だ
。
 

こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
桑
野
さ
ん
の
作
 

「
面
浮
立
」
桑
野
博
明
さ
ん
 

品
は
佐
賀
の
面
浮
立
を
題
材
に
し
た
も
 

の
で
あ
ろ
う
が
、
バ
ッ
ク
を
暗
く
落
と
 

す
こ
と
に
よ
っ
て
面
浮
立
の
も
っ
一
種
 

独
特
な
雰
囲
気
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
 

も
し
、
こ
の
作
品
の
中
に
観
客
等
が
写
 

し
出
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
 

が
い
つ
も
見
な
れ
て
い
る
単
な
る
お
祭
 

り
的
な
写
真
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

早
 
谷
 

。

 

あ
な
た
の
老
後
は
大
丈
夫
で
す
か
？
・
 

給 付 の 種 類 等 年 金 額 

老齢年金65歳から支給 

25年納付の場合 

426 , 700円 

通算老齢年金 65歳から支給 
納付期間に応じて 

障害年金磐鷲がで障害者になった 
こ 己又序百 

1 級 541 , 500円 

2級 433 , 200円 

母子年今 
夫と死別した妻に、 18歳未満 

' ' ’ 一 の子がいるとき支給 

子が1人の場合 

433 , 200円 

生計の中心者である男子が死 

準母子年金 亡し、女子と18歳未満の弟妹 

孫などがいるとき支給 

r 

433 , 200円 

i青 界年令 父母と死別した18歳未満の子 

ー ～ ’ 一 に支給 

" 

433 , 200円 

老齢年金を受ける前に夫が死 

寡婦年金 亡したとき、その妻に支給 

(60歳～64歳まで） 

夫の老齢年金額のナ 

死1一一時令 保険料を3年以上納めた人が 

ーー 一一 死亡したときその遺族に支給 

納めていた期間に応じ 

23,000円～52,000円まで 

国民年金だより 

国
民
年
金
は
こ
の
よ
う
な
制
度
で
す
 

⑥
保
険
料
、
免
除
、
追
納
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

月
額
二
千
二
百
円
で
す
が
 

よ
り
高
い
年
金
を
希
望
さ
 

れ
る
人
は
付
加
保
険
料
（
 

月
額
四
百
円
）
を
納
め
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
生
活
扶
助
を
受
け
 

て
い
る
人
等
は
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
 

す
し
、
そ
の
他
、
納
付
困
難
な
人
も
保
 

険
料
免
除
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
免
除
は
」
止
ム
皿
 

額
の
計
算
上
不
利
（
納
め
た
場
合
の
三
 

分
の
ー
に
減
額
）
に
な
る
こ
と
か
ら
、
 

こ
の
免
除
を
受
け
た
と
き
か
ら
十
年
以
 

内
で
あ
れ
ば
、
免
除
当
時
の
保
険
料
額
 

で泊一 

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

＠
給
付
 

国
民
年
金
に
加
入
し
た
人
が
歳
を
と
 

っ
た
り
、
途
中
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
 

母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
年
金
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
種
類
と
年
 

金
額
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

て
お
く
。
 

④
こ
ぽ
れ
た
油
は
必
ず
ふ
き
と
る
。
 

⑤
点
火
は
、
油
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
 

確
認
し
て
か
ら
行
う
。
 

⑥
使
用
中
の
ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
運
ん
 

だ
り
、
ゆ
す
っ
た
り
し
な
い
。
 

⑦
耐
震
自
動
消
化
装
置
を
必
ら
ず
セ
 

ッ
ト
し
て
使
用
す
る
。
 

五

十

年

中

の

 

建

物

火

災

原

因

 

五
＋
年
中
の
建
物
火
災
三
万
八
千
四
 

百
五
十
五
件
の
う
ち
、
お
も
な
出
火
原
 

因
と
、
そ
の
経
過
は
つ
ぎ
の
通
り
。
 

（
単
位
は
件
）
 

▽
た
ば
こ
 
四
、
二
八
七
n
投
げ
捨
 

て
】
六
〇
五
、
落
下
一
〇
四
二
、
消
し
 

忘
れ
七
〇
八
。
 

▽
こ
ん
ろ
 
四
〇
四
一
n
消
し
忘
れ
 

二
〇
〇
九
、
使
用
誤
り
二
八
】
、
引
火
 

二
七
七
。
 

▽
風
呂
か
ま
ど
 
三
二
二
〇
廿
使
用
 

誤
り
九
二
一
、
消
し
忘
れ
二
九
七
、
過
 

熱
一
九
八
。
 

▽
火
あ
そ
び
 
二
八
四
八
 

▽
ス
ト
 

ー
ブ
 

二
四
五
五
 
▽
放
火
 
二
三
一
一
 

二
 
▽
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
 

ー
ー
七
 

三
 
▽
煙
突
 

一
一
三
一
 

▽
た
き
火
 

一
〇
六
四
 

▽
こ
た
つ
 
七
六
〇
 
▽
 

炉
 
五
一
〇
。
 

（消 

防
 
庁） '

 

巡
回
婦
人
相
談
 

婦
人
の
幸
福
を
守
り
、
婦
人
の
し
あ
 

わ
せ
を
高
め
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
の
 

た
め
に
今
回
巡
回
婦
人
相
談
を
実
施
し
 

ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
う
ち
で
色
々
な
心
配
ご
と
 

や
、
自
分
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
悩
 

み
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
の
た
 

め
福
岡
県
婦
人
相
談
所
が
主
体
と
な
り
 

法
務
局
、
家
庭
裁
判
所
、
福
祉
事
務
所
 

が
協
力
の
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
お
 

気
軽
に
ご
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

（
秘
密
厳
守
で
す
）
 

，
※
例
え
ば
 

o
家
庭
内
外
の
も
め
ご
と
の
解
決
に
つ
 

い
て
 

o
親
子
関
係
、
夫
婦
の
問
題
 

o
結
婚
、
離
婚
問
題
 

o
家
出
、
浮
浪
女
子
、
精
薄
女
子
の
相
 

談
 

o
生
活
保
護
の
問
題
 

o
そ
の
他
、
法
律
的
な
相
談
 

※
日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

▽
と
き
 
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
 

十
時
ー
十
五
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
市
役
所
内
四
階
大
会
 

議
室
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報
 

広
 

エンゼルクイズ 

【第15回出題】 舞 
‘☆ご 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 、 “はるかなる山の呼ひ声，，。さて、映画の 

タイトルは？ 

④シェーン ⑧黄色いリボン （C）慕情 

2 、サッカーでゴールキーパーカ旺求を持って 

歩けるのは何歩？ 

④3歩 ⑧4歩 ＠5歩 

3 、時刻表のビュッフェのマークは？ 

④ナイフにフォーク ⑧コーヒー・カップ 

に皿 ⑥スープ皿にスプ＝ン 

4 ' “サイは投げられた，，といったのは誰？ 

④シーザー ⑧ナポレオン ⑥ネロ 

5 、茶道具の‘‘なつめ，，は何に使うものでし 

ょう？ 

⑧茶杓 ⑧茶釜 ⑥茶入れ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、11月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第14回の解答】 

1 ⑥ 2 ④ 3 ⑧ 

【正解者】 

今回の応募総数17通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

ーまちの― 

一 

、、，‘ノ 

芸
 
俳

句

 

改
 
＠
命
 

近
代
の
名
匠
達
 

生
き
て
い
く
中
で
、
即
ち
体
験
を
し
 

て
い
く
折
に
、
あ
ま
り
に
も
印
象
強
く
 

鮮
烈
な
こ
と
、
あ
る
い
は
楽
し
い
こ
と
 

は
記
憶
し
て
お
き
た
い
と
願
っ
も
の
で
 

あ
る
。
心
の
襲
深
ぐ
感
動
し
た
も
の
を
 

残
す
に
は
文
学
的
方
法
が
最
も
効
果
的
 

だ
が
、
然
し
な
が
ら
、
長
々
し
い
も
の
 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

そ
の
点
、
俳
句
は
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
 

や
感
動
を
十
七
文
字
の
短
詩
形
で
仕
上
 

趣味の 

盆栽と園芸 

③ 

げ
、
し
か
も
一
本
の
鉛
筆
と
手
帳
が
あ
 

れ
ば
事
足
り
る
話
で
あ
る
。
更
に
は
永
 

く
簡
単
に
保
存
が
で
き
る
こ
と
も
見
逃
 

が
せ
な
い
。
 

俳
句
と
は
ー
口
で
言
え
ば
、
心
で
と
 

ら
え
た
も
の
を
十
七
文
字
に
書
き
著
す
 

か
い
し
ゃ
 

も
の
だ
と
先
達
の
等
し
く
胎
災
す
る
と
 

こ
ろ
で
誰
し
も
異
存
の
な
い
と
こ
ろ
で
 

あ
る
。
 

夏
目
激
石
は
も
と
も
と
英
文
学
者
に
 

な
る
べ
く
東
大
を
出
て
、
そ
の
為
に
留
 

学
「
英
国
」
も
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
 

ま
た
ま
子
規
を
知
る
こ
と
で
コ
ー
十
三
 

歳
の
折
に
」
俳
句
に
親
し
み
、
そ
の
延
 

長
線
上
で
虚
子
を
知
り
、
虚
子
に
勧
め
 

ら
れ
ホ
ト
ト
ギ
ス
誌
上
に
「
吾
輩
は
猫
 

で
あ
る
」
を
発
表
し
で
明
治
三
十
八
年
、
 

】
躍
時
の
人
と
な
っ
た
こ
と
は
余
り
に
 

も
知
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
。
 

作
 

B
 

良
 

市
 

村
 

中
 

三
、
樹
形
と
整
姿
 

大
盆
栽
で
も
小
品
盆
栽
で
も
樹
の
大
 

小
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
姿
の
美
し
 

い
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
る
こ
と
に
は
 

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
樹
の
生
長
 

に
ま
か
せ
っ
ぱ
な
し
で
は
盆
栽
に
な
る
 

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
樹
そ
の
樹
の
樹
 

形
の
状
態
に
よ
っ
て
、
直
幹
な
り
懸
崖
 

な
り
の
つ
く
り
に
す
る
と
か
、
そ
の
樹
 

の
特
長
を
上
手
に
生
か
し
て
つ
く
る
こ
 

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
樹
は
み
 

な
一
本
一
本
違
っ
た
形
を
し
て
同
じ
幹
 

枝
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
ま
ず
基
本
的
な
樹
形
と
し
 

て
直
幹
（
一
本
の
幹
が
直
立
し
て
、
左
 

右
前
後
に
枝
を
出
し
て
巨
木
勢
姿
の
も
 

の
を
直
 

幹
と
呼
 

び
ま
す
。
 

幹
 

直
 

同
じ
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
て
少
し
幹
 

が
な
な
め
に
か
た
む
い
た
も
の
を
斜
幹
 

〇
 

J
 

/1 
‘
、
、
 

好
評
の
「
歩
け
歩
け
 

運
動
」
に
参
加
を
ノ
 

健
康
づ
く
り
と
若
返
り
に
 

（
市
場
コ
ー
ス
で
・
 
10 

月
 22 

日） 

七
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
 

歩
け
歩
け
運
動
」
は
好
評
の
う
ち
に
四
 

カ
月
に
も
な
り
ま
す
が
、
当
初
は
参
加
 

者
が
少
な
く
当
古
言
省
を
あ
わ
て
さ
せ
ま
 

し
た
が
、
現
在
で
は
熱
心
な
会
貝
が
毎
 

日
十
人
ほ
ど
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
 

の
う
ち
に
も
健
康
づ
く
り
に
多
大
な
効
 

果
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

コ
ー
ス
も
赤
池
地
区
を
は
じ
め
、
福
 

智
下
宮
コ
ー
ス
、
神
崎
コ
ー
ス
、
市
場
 

コ
ー
ス
と
多
彩
に
な
り
、
た
だ
単
に
身
 

体
的
の
み
な
ら
ず
、
折
々
変
化
す
る
自
 

然
に
自
か
ら
解
け
込
み
真
の
人
間
性
の
 

回
復
が
は
か
ら
れ
、
参
加
者
全
員
に
心
 

な
し
か
若
返
り
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
月
に
一
度
は
公
共
施
設
の
清
掃
 

な
 

o
或
る
程
の
菊
拠
げ
入
れ
よ
棺
の
中
 

激
 
石
 

秘
か
に
愛
し
て
い
た
女
の
死
を
傷
み
 

あ
る
だ
け
の
菊
を
棺
の
中
に
撤
げ
入
れ
 

て
死
者
を
飾
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
と
い
 

う
意
味
で
解
り
や
す
い
句
だ
と
思
う
。
 

o
秋
の
江
に
打
ち
込
む
杭
の
響
か
な
 

瀬
 
石
 

人
の
つ
く
り
出
す
音
は
も
と
も
と
快
 

活
で
生
き
生
き
と
し
た
響
き
を
持
つ
も
 

の
で
あ
る
が
、
四
季
の
移
り
変
り
の
中
 

で
そ
れ
ぞ
れ
響
き
の
感
じ
も
異
な
り
秋
 

は
ど
う
し
て
も
物
悲
し
く
聞
こ
え
、
殊
 

に
水
面
に
響
く
音
は
尚
更
の
よ
う
で
あ
 

る。 

一 

歩
 

※
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
よ
り
池
 

田
一
歩
居
に
て
句
会
を
開
い
て
い
ま
 

す
。
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

と
い
い
ま
す
。
 

幹
 
鷲
執
罰
m
J
 

ま
た
双
幹
と
 

は、 

一
つ
の
根
 

斜
 

厩
（
辱
で
幹
が
地
上
部
 

か
ら
ニ
本
に
わ
 

か
れ
て
直
立
す
る
も
の
を
双
幹
と
呼
び
 

ま
す
。
 

株
立
は
、
 

双
幹
の
樹
態
 

か
ら
更
に
複
 

幹
 

双
 

雑
と
な
っ
た
も
の
で
、
四
十
五
本
以
上
 

の
樹
幹
が
一
本
の
根
か
ら
立
ち
上
が
っ
 

た
も
の
を
い
い
ま
す
。
 

セ
ン
ジ
ン
 

懸
崖
は
、
千
初
の
断
崖
か
ら
幹
を
垂
 

ら
し
て
生
え
て
い
る
よ
う
な
樹
態
で
、
 

奉
仕
に
も
心
が
け
、
前
回
は
赤
池
駅
前
 

公
園
の
清
掃
、
東
屋
の
補
修
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

皆
さ
ん
も
一
度
是
非
参
加
し
て
み
ま
 

せ
ん
か
。
と
く
に
初
心
者
の
方
に
は
、
 

毎
週
土
曜
日
に
指
導
し
ま
す
。
会
で
は
 

ど
な
た
で
も
自
由
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

申
込
み
は
、
直
接
集
合
地
（
赤
池
駅
 

前
午
前
六
時
）
に
集
ま
り
下
さ
い
。
 

金金金金金金金 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

封
 
進
藤
勝
之
助
 

（
中
組
）
 

封
 
福
島
 
恵
子
 

（
下
町
）
 

封
 
兼
重
 

信
 

（
田
川
市
）
 

封
 
長
谷
川
政
秀
 

（
市
場
）
 

封
 
田
中
ツ
ギ
コ
 

（
下
西
町
）
 

封
 
堀
川
チ
ェ
子
 

（
常
福
）
 

封
 
大
薮
 
久
光
 

（
東
町
）
 

保
健
所
だ
よ
り
 

糖
尿
病
予
防
は
食
生
活
か
ら
 

糖
尿
病
は
早
く
発
見
し
て
正
し
い
治
 

療
と
食
事
療
法
を
行
え
ば
健
康
人
と
変
 

わ
ら
な
い
生
活
が
で
き
ま
す
が
、
ほ
お
 

っ
て
お
く
と
活
動
能
力
が
弱
ま
り
、
す
 

べ
て
の
合
併
症
が
悪
化
し
、
早
死
の
原
 

因
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
…
・
・
・
 

●
肥
り
す
ぎ
な
い
こ
と
 

●
食
べ
す
ぎ
や
糖
分
の
と
り
す
ぎ
を
 

つ
つ
し
む
こ
と
 

●
検
尿
は
年
に
一
回
必
ず
行
う
こ
と
 

●
遺
伝
的
な
素
質
が
影
響
す
る
の
で
 

血
族
に
糖
尿
病
の
あ
る
人
は
、
子
 

供
の
頃
か
ら
特
に
注
意
す
る
こ
と
 

根
部
よ
り
下
に
 

垂
れ
た
も
の
を
 

懸
厘
と
呼
ん
で
 

い
ま
す
。
こ
の
 

丸
逮
（
庭
博
」
株
 

響
厘
の
外
に
半
 

番
厘
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
懸
崖
の
中
 

途
半
端
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
 

、つ。 
懸
 

崖
 

寄
植
は
、
一
一
一
 

本
、
五
本
、
七
 

本
と
一
見
森
林
 

の
よ
う
に
寄
植
 

え
た
も
の
で
す
。
寄
植
に
は
、
同
じ
種
 

類
の
樹
の
み
を
植
え
込
む
場
合
と
、
種
 

類
の
異
っ
た
樹
を
混
植
す
る
場
合
と
が
 

り
 

U 
ネ冨ネ」Iニセンターの行事 

- 0〔福祉バス運行予定日〕 

' 6 日、13日、20日 ー般 

l lo日、17日 団体 

1

。〔仏教法話会〕 

I 12日午前n時 

0〔11月の休館日〕 

4日、7 日、14日、21日、 

24日、28日 

0〔演 芸 日〕 

毎週木曜日、日曜日 
、、 

④
 

にu ⑥
 

4
 

原稿投稿依頼ノ 

文書広報係より 

＠
糖
尿
病
の
食
事
療
法
…
一
・
・
 

糖
尿
病
の
治
療
に
は
、
食
事
療
法
 

が
】
番
大
切
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
 

こ
と
は
長
く
続
け
る
こ
と
で
す
。
よ
 

く
糖
質
は
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
誤
 

っ
て
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
 

く
食
事
療
法
の
原
則
は
一
日
の
総
カ
 

ロ
リ
ー
を
制
限
し
、
し
か
も
タ
ン
パ
 

ク
質
、
脂
肪
、
糖
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
 

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
各
栄
養
素
を
バ
ラ
 

ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

⑥
こ
ん
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
 

の
診
断
を
…
・
・
・
 

●
異
常
な
の
ど
の
か
わ
き
 

●
尿
の
回
数
、
量
も
ふ
え
る
 

●
食
欲
が
旺
盛
に
な
り
、
食
後
も
満
 

足
感
が
な
い
 

●
皮
フ
に
で
き
も
の
が
で
き
や
す
い
 

●
体
が
だ
る
い
、
視
力
の
低
下
な
ど
 

あ
り
ま
す
。
寄
植
は
必
ず
奇
数
に
な
る
 

よ
う
に
植
え
る
の
が
原
則
で
す
。
 

石
付
は
、
草
木
を
石
上
に
つ
け
た
も
 

の
、
又
は
石
に
抱
か
せ
た
も
の
と
あ
り
 

ま
す
。
石
付
の
樹
姿
は
何
ん
で
も
差
し
 

つ
か
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
石
も
 

観
賞
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
 

り
ま
す
か
ら
、
よ
い
石
を
選
ん
で
植
え
 

込
ん
で
下
さ
い
。
そ
の
他
の
樹
形
と
し
 

て
は
、
 嚇

蹄
、
露
一
 

根
連
り
、
又
模
様
木
、
文
字
づ
く
り
等
 

が
あ
り
ま
す
。
 

つ
 
づ
 
く
 

ご
存
じ
で
す
か
？
・
 

児
童
手
当
制
度
“
一
 

〇
児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
 

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
当
て
 

は
ま
っ
て
い
る
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
 

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
】
人
 

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
 

中
学
校
ュ
ゲ
景
＋
業
す
る
ま
で
の
児
童
）
 

で
あ
る
こ
と
。
 

o
さ
ら
に
、
児
童
手
当
は
受
給
資
格
の
 

あ
る
人
の
請
求
に
よ
っ
て
初
め
て
認
定
 

さ
れ
、
そ
の
請
求
し
た
月
の
翌
月
か
ら
 

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

あ
な
た
の
家
族
で
は
請
求
も
れ
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
 

福
祉
同
和
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
 

下
さ
い
。
 

雇
用
保
険
に
 

加
入
済
み
で
し
ょ
う
か
ノ
 

雇
用
保
険
法
で
は
、
労
働
者
を
一
人
 

で
も
雇
用
す
る
企
業
は
、
す
べ
て
雇
用
 

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
 

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
企
業
に
あ
 

っ
て
は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
 

よ
う
、
事
業
主
の
責
任
と
し
て
一
日
も
 

早
く
職
茎
女
定
所
で
加
入
に
つ
い
て
の
 

相
談
を
し
て
下
さ
い
『
 

福
岡
県
労
働
部
雇
用
保
険
課
 



⑧
 

第178号 昭和52年11月1日 け
 

い
 

カユ あ
 

報
 

広
 

お知 ら せ 

忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
 

今
年
も
冬
期
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
 

エ
ン
ザ
（
流
行
性
感
冒
）
の
予
防
注
射
 

を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
 

自
最
寄
り
の
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。
 

⑥
料
金
は
無
料
で
す
。
 

⑥
注
意
事
項
 

一
、
鶏
卵
に
過
敏
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
 

せ
ん
。
 

二、 

一
週
間
か
ら
四
週
間
お
い
て
必
ず
 

二
回
受
け
て
下
さ
い
。
 

三
、
こ
の
表
に
な
い
地
域
の
方
は
近
く
 

の
場
所
で
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

11 月 
月
 

日
 

2
5

）金（日 2
2

〕火（日 1
8

）金（日 1

6

）水（日 1

1
〕金（日

9
日
（
水
）
 

町

民

会

館

 

市 
場 

保小 
健学 
室校 

老
人
ホ
ー
ム
 

町

民

会

館

 

（
生
ワ
ク
）
 

市 
場 

保小 
健学 
室校 

老
人
ホ
ー
ム
 

場
 
所
 

高

校

生

 

市
場
地
区
 

上
野
地
区
 

生
後
三
ケ
月
 

、
十
八
ケ
月
 

市
場
地
区
 

上
野
地
区
 

地
区
名
 

12 月 

2
3

）金（日 2

1
H

）水（ 1

6
H（金） 1

4
H

（水） 

9
日
（
金
〕
 

町

民

会

館

 

四
区
公
民
館
 

町

民

会

館

 

町

民

会

館

 

四
区
公
民
館
 

赤
池
地
区
 

上
野
地
区
 

高
 
校

生

 

赤
池
地
区
 

上
野
地
区
 

（
各
場
所
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

三
時
ま
で
）
 

精
神
障
害
者
 

家
族
結
成
大
会
 

精
神
障
害
者
を
も
つ
家
族
と
し
て
共
 

通
の
問
題
を
話
し
合
い
、
障
害
者
が
一
 

日
も
早
く
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
 

お
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
協
力
し
て
い
く
 

会
を
結
成
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
特
別
講
演
お
よ
び
家
族
の
 

方
の
個
別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
 

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
十
一
月
十
八
日
（
金
）
 

十
三
時
ー
十
六
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
合
同
庁
舎
 

（
四
階
第
五
会
議
室
）
 

▽
内
容
 

o
家
族
会
結
成
大
会
 

o
特
別
講
演
「
家
族
の
接
し
方
」
 

講
師
 
福
岡
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
 

ー
・
鮫
島
文
孝
氏
 

o
家
族
個
別
相
談
 

▽
お
問
合
わ
せ
 
田
川
保
健
所
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
ツ
ー
〇
六
六
六
 

つ
 

「
目
で
み
る
県
政
教
室
」
 

参
加
者
募
集
 

県
の
施
設
を
見
学
し
、
県
政
に
対
す
 

る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
「
 

目
で
み
る
県
政
教
室
」
の
参
加
者
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
県
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
 

の
健
康
な
男
女
 

▽
募
集
予
定
人
貝
 
各
コ
ー
ス
五
十
人
 

▽
と
き
 
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
 

九
時
ー
十
七
時
ま
で
 

▽
集
合
地
（
各
コ
ー
ス
別
）
 

A
コ
ー
ス
 

八
幡
市
民
会
館
前
 

B
コ
ー
ス
 

八
女
市
役
所
前
 

▽
見
学
施
設
 
A
コ
ー
ス
（
少
年
自
然
 

の
家
、
消
防
学
校
、
教
育
セ
ン
タ
ー
）
 

B
コ
ー
ス
（
衛
生
公
害
セ
ン
タ
ー
、
 

給
食
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
）
 

▽
申
込
方
法
 
十
一
月
十
四
日
（
木
）
ま
 

で
必
着
、
往
復
は
が
き
に
①
住
所
（
 

電
話
番
号
）
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
 

④
職
業
、
⑤
性
別
、
⑥
希
望
コ
ー
ス
 

を
記
入
し
、
〒
八
一
〇
、
福
岡
市
中
 

央
区
天
神
一
の
ー
の
一
、
福
岡
県
広
 

報
室
へ
 

▽
そ
の
他
 
中
食
及
び
バ
ス
は
、
県
で
 

用
意
し
ま
す
。
 

▽
お
間
合
わ
せ
 
福
岡
県
広
報
室
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
七
一
ー
六
〇
五
〇
 

三
味
線
同
好
会
々
員
募
集
 

赤
池
町
三
味
線
同
好
会
で
は
、
毎
週
 

町
民
会
館
に
お
い
て
練
習
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
三
味
線
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
 

是
非
お
入
り
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

▽
と
き
 
毎
週
火
曜
日
 
夜
七
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
和
室
 

▽
連
絡
先
 
町
営
伏
原
四
十
七
の
一
一
 

櫛
部
カ
メ
ョ
（
電
話
三
三
一
二
）
 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
添
田
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
、
昭
和
五
十
三
年
度
養
成
訓
練
生
を
 

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
（
訓
練
期
間
ー
力
年
）
 

木
工
科
 
十
人
 

建
築
科
 
十
人
 

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
 
十
人
 

▽
応
募
資
格
 
五
十
「
犀
「
月
中
学
校
、
 

高
等
学
校
卒
業
予
定
の
人
及
び
二
十
 

五
歳
以
下
の
一
般
求
職
者
 

▽
募
集
期
間
 
五
十
二
年
十
一
月
一
日
 

か
ら
五
十
三
年
二
月
十
日
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
合
わ
せ
 

最
寄
り
の
公
共
職
茎
茎
疋
所
又
は
添
 

田
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
四
七
八
・
人
回
ー
〇
一
六
九
 

（第2回） 

よ
り
よ
い
明
日
へ
の
 

消
費
生
活
展
 

便
利
さ
と
、
豊
か
な
く
ら
し
の
真
実
 

を
追
求
し
、
私
た
ち
の
生
活
様
式
の
く
 

ら
し
を
見
直
し
、
豊
か
な
く
ら
し
と
は
 

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
を
み
ん
な
 

で
考
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
消
 

費
生
活
の
安
定
と
向
上
を
は
か
る
た
め
 

J
 

豊
か
な
く
ら
し
を
考
え
る
、
よ
り
よ
い
 

明
日
へ
の
消
費
生
活
展
が
、
次
の
と
お
 

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
十
一
月
十
一
日
（
金
）
、
十
一
一
 

日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）
の
三
日
間
 

十
時
ー
十
八
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

ジ
ャ
ス
コ
飯
塚
店
三
階
 

▽
コ
ー
ナ
ー
名
 
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を
 

考
え
る
・
飯
塚
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
 

ー
常
設
展
示
・
魚
資
源
を
考
え
る
・
 

不
用
品
交
換
会
・
自
然
を
食
べ
よ
う
 

・
活
動
す
る
消
費
者
・
く
ら
し
の
生
 

活
設
計
・
く
ら
し
タ
邑
旦
か
に
す
る
・
 

豊
か
な
く
ら
し
を
つ
く
る
・
消
費
生
 

活
相
談
受
付
・
奥
さ
ま
ク
イ
ズ
 

た
ば
こ
に
よ
る
 

火
災
を
な
く
そ
う
ノ
 

ポ
イ
、
ポ
ト
リ
、
ポ
ト
ン
が
た
ば
こ
 

の
三
悪
。
全
国
に
お
け
る
た
ば
こ
火
災
 

の
原
因
の
う
ち
、
ポ
イ
の
投
げ
す
て
六
 

十
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
。
灰
皿
な
ど
に
 

置
い
た
吸
い
か
け
の
た
ば
こ
が
、
ポ
ト
 

リ
と
転
っ
た
の
が
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
 

ト
。
消
し
忘
れ
て
ポ
ト
ン
と
落
ち
た
の
 

が
九
・
ー
パ
ー
セ
ン
ト
。
 

こ
の
三
悪
の
た
め
、
全
国
で
は
毎
年
 

一
万
件
の
火
災
が
発
生
し
、
お
よ
そ
百
 

億
円
が
灰
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

喫
煙
者
は
、
こ
ぞ
っ
て
た
ば
こ
火
災
 

の
実
態
を
改
め
て
認
識
し
、
「
た
っ
た
一
 

本
」
の
た
ば
こ
の
完
全
な
始
末
を
心
掛
 

け
て
下
さ
い
。
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 


